
中
嶋
市
政
３
期
目
ス
タ
ー
ト

　
10
月
14
日
に
執
行
さ
れ
た
甲
賀
市
長
選
挙
で
三
選
し
た
中

嶋
武
嗣
市
長
が
任
期
初
日
の
10
月
31
日
、市
役
所
玄
関
で
職

員
約
２
０
０
名
に
迎
え
ら
れ
、登
庁
し
ま
し
た
。

　
登
庁
後
、課
長
級
以
上
の
職
員
を
前
に
訓
示
を
行
な
い
、

「
職
員
は
、市
民
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
大
事
で
あ
り
、共
に
素

晴
ら
し
い
誇
り
高
い
甲
賀
市
を
つ
く
る
た
め
に
全
力
を
注
い

で
も
ら
い
た
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

■「
地
域
の
自
立
」に
向
け
て
強
い
決
意

　
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、多
く

の
皆
様
か
ら
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、三
た

び
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
気
持
ち
も
新
た
に
甲
賀
市
発

展
の
た
め
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
甲
賀
市
は
、誕
生
し
て
か
ら
間

も
な
く
10
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
、市
民
皆
様
の

市
政
推
進
に
対
す
る
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、合
併
当
初
の
混

乱
期
か
ら
安
定
期
、さ
ら
に
は
発
展
期
へ
と

着
実
に
前
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
、今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、「
守
る
」

「
育
て
る
」「
変
え
る
」「
創
る
」「
伝
え
る
」の

５
つ
を
柱
に
、62
項
目
を
公
約
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
公
約
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」と
い
う
諺

こ
と
わ
ざを
忘
れ
ず
、ま
ず
何
よ
り

も
危
機
管
理
を
怠
ら
ず
、万
全
を
尽
く
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
上
で
、「
地
域
の
自
立
」に
向
け
て
、

培
わ
れ
て
き
た
歴
史
や
伝
統
、文
化
を
貴
重

な
財
産
と
し
な
が
ら
、甲
賀
市
が
輝
か
し
い

未
来
へ
向
け
て
進
化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
、私
の
強
い
決
意
を
込

め
て
お
り
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
当
市
で
は
、教
育
や
福
祉
の
充
実
、産
業

振
興
、道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、県
下

の
水
準
以
上
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け

な
が
ら
、他
の
市
を
先
駆
け
る
い
く
つ
も
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
や
、各
小
学
校
区

を
単
位
と
し
た
自
治
振
興
会
、住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
、当
市
独
自
の
総
合
的
食
料

供
給
力
と
い
う
観
点
で
学
校
給
食
食
材
の

確
保
や
放
射
線
測
定
な
ど
は
、そ
の
代
表
的

な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、激
し
く
変
化
し
て
い
る
時
代
の

中
で
、さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
事
業
も

予
測
で
き
ま
す
。
高
齢
化
へ
の
対
応
、子
育

て
へ
の
支
援
、防
犯
防
災
、獣
害
対
策
、農
業

や
商
工
業
の
振
興
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
分
野

に
、こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
発
想
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
は
、こ
れ
ら
の
課
題
に
し
っ
か
り
対
応

し
な
が
ら
、無
駄
を
徹
底
的
に
排
除
し
た
行

政
改
革
と
強
い
財
政
基
盤
を
築
き
、ス
リ
ム

で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
質
の
高
い
仕
事
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
市
民
皆
様
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

　
同
時
に
、市
民
皆
様
に
も
で
き
る
だ
け
多

く
市
政
に
参
画
を
い
た
だ
き
、地
域
経
営
の

在
り
方
に
対
し
、幅
広
い
ご
意
見
を
い
た
だ

く
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、

オ
ー
ル
市
民
で
あ
り
ま
す
。
地
域
の
事
は

地
域
で
決
め
る「
地
域
の
自
立
」が
目
標
で

す
。
甲
賀
市
と
い
う
大
き
な
フ
ィ
ー
ル
ド

で
プ
レ
ー
す
る
の
は
市
民
皆
様
で
あ
り
、プ

レ
ー
し
や
す
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
管
理
す
る

の
が
行
政
で
す
。

　
私
は
、こ
の
４
年
間「
生
活
感
幸
」と
い
う

こ
と
を
市
政
の
理
念
に
置
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
日
々
の
暮
ら
し
に
誰
も
が
幸

せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
市
民
生
活
の

理
想
の
姿
で
あ
る「
生
ま
れ
て
良
し
」「
住
ん

で
良
し
」「
生
き
て
良
し
」を
実
現
で
き
る

「
理
想
郷・甲
賀
」が
私
の
目
標
と
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
素
晴
ら
し
い
甲

賀
市
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
強
く
意

を
決
し
て
お
り
ま
す
。

５
つ
の
柱
に「
生せ

い

活か
つ

感か
ん

幸こ
う

」を

甲
賀
市
長　

中
嶋 

武
嗣

「特認校」で学んでみませんか
～ 市内どこからでも「特認校」へ通学できます ～

　児童が通学する学校は、教育委員会が定めた通学区域により
指定した小学校に就学いただいています。
　甲賀市の「特認校制度」とは、従来の通学区域は残したままで、
特色ある教育を推進している児童数のきわめて少ない学校を
「特認校」に指定し、その魅力ある教育活動のなかで「児童を学ば
せたい」、「学びたい」という保護者・児童に対して、市内全域から
の就学を認めるものです。
　甲賀市では平成25年度から、次の５校を特認校に指定します。

【特認校に指定する小学校】
特　認　校 所　在　地 電話番号

鮎
あい
河
が
小学校 〒528-0202

土山町鮎河1201番地 69-0004

山
やま
内
うち
小学校 〒528-0208

土山町黒川1536番地 68-0004

甲
こう
南
なん
第
だい
三
さん
小学校 〒520-3305

甲南町野川840番地 86-2038

朝
あさ
宮
みや
小学校 〒529-1842

信楽町下朝宮268番地 84-0003

多
た
羅
ら
尾
お
小学校 〒529-1821

信楽町多羅尾2012番地 85-0004

【申し込み受付期間】

平成24年11月15日（木）～平成25年１月11日（金）
但し、土・日曜日、祝日および12月29日から1月3日を除きます

□対象者・要件
　①市内に住所があり、小学校就学予定児童および現在小学校在学児童。
　②保護者の責任で通学できる児童。
　③�特認校の教育内容について理解・賛同し、PTA活動・行事等にも積極的
に参加・協力できること。

　④１年以上の通年通学ができること。　

□申し込み要領
　①�希望校へ前もって電話等で見学の申し込みを行い、学校見学の日時を
決定してください。

　　※�学校見学は、希望される特認校をよくご理解いただくために行うもので、
当日は、児童同伴で見学していただき、あわせて、校長との話し合いも十
分におこなってください。

　②�学校見学を行った後、就学を希望される場合は、「特認校就学申請書」に

必要事項を記入し、希望する特認校または、市教育委員会学校教育課へ
ご提出ください。

　　※�特認校就学申請書は、各小学校、各地域市民センター窓口および教育委員
会学校教育課（甲南庁舎２階）に備えてあります。あわせて、市ホーム
ページからもダウンロードできます。

　③希望される特認校において、学校長の面接を受けていただきます。
□審査
　�　就学の条件、申し込みの状況、学校の受け入れ体制等を考慮し、市教育委
員会が提出された申請書を審査し、１月末日までに決定の通知をします。

□特認校就学の取り消し
　�　就学を許可した後、申請の事実と異なり、または特認校制度の趣旨・目
的に添わない事由が生じ、支障があると認められるときは、特認校就学を
取り消すことがあります。

制度や手続きについて…………	学校教育課 ☎86-8020　Fax86-8380
 　　 Eメール �koka30101200@city.koka.lg.jp
学校見学や教育内容について…	それぞれの特認校へお問い合わせください。

問い合わせ

　
音
声
放
送
端
末
機
設
置
の
ご
承
諾
を
い
た
だ

い
た
お
宅
の
接
続
工
事
を
順
次
行
い
ま
す
。

　
工
事
は
区・自
治
会
単
位
を
基
本
と
し
て
、左

表
の
予
定
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、設
置
承
諾
書

の
提
出
状
況
や
工
事
の
効
率
を
考
慮
し
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、残
る
地
区
に
つ
い

て
も
翌
年
度
に
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
施
工
地
区
に
つ
い
て
は
、計
画
で
あ
り
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

○
集
合
住
宅
は
、施
工
方
法
が
異
な
り
ま
す
の

で
、平
成
25
年
度
以
降
の
施
工
と
な
り
ま
す
。

■
接
続
工
事
の
流
れ

①
端
末
機
の
設
置
場
所
等
の
事
前
調
査
の
ご
連

絡
と
日
程
調
整
を
行
い
ま
す
。

②
事
前
調
査
に「
㈱
あ
い
コ
ム
こ
う
か
」が
伺

い
、工
事
と
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
お
よ
び

工
事
日
程
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

③
こ
れ
ら
の
後
、接
続
工
事
を
行
い
ま
す
。
接

続
工
事
に
は
市
が
行
う
屋
外
の「
引
込
工
事
」

と「
㈱
あ
い
コ
ム
こ
う
か
」が
行
う
屋
内
の

「
宅
内
工
事
」が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工

事
が
別
の
日
程
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

　
　
　
　
敷
設
工
事
の
お
知
ら
せ

　
今
月
か
ら
土
山・甲
賀・甲
南
地
域
一
円
で
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
工
事
を
開
始
し

ま
す
。
本
工
事
に
お
い
て
、通
行
規
制
な
ど
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
工
事
内
容
：�

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
電
柱

へ
架
設

◦
工
事
時
期
：�

平
成
24
年
11
月
よ
り
順
次
施
工

地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業

各
戸
へ
の
接
続
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

　
情
報
基
盤
整
備
推
進
室

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
５
８

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
７
４　

▲職員に迎えられ初登庁する中嶋市長

平
成
24
年
度　
施
工
計
画
区
域

水口町（区・自区会表順）

八
田
、春
日
、下
山
、伴
中
山
、山
、

泉
、酒
人
、植
、宇
田
、北
脇
、虫
生

野
、貴
生
川
第
１
、北
内
貴
、宇

川
、岩
坂
、高
山
、三
大
寺
、三
本

柳
、牛
飼
、杣
中
、松
尾
、中
畑
、新

城
、今
郷
、嶬
峨
、和
野
、１
区
～

22
区
、林
口
、貴
生
川
第
３
、南

区
、松
尾
団
地
、山
手
、柏
貴
、城

が
丘
、つ
つ
じ
が
丘
、水
口
松
尾

台
、本
丸
、城
内
、あ
や
の
中
央

信楽町

全
域
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